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新大陸で、新しい町を作ろう

第1回「総合的な探究の時間」では、「新大陸で、新しい町を作ろう」というテーマで活動を行いました。
「正しい答えのない問い」に対して、お互いの意見を交換し合い、合意形成を図る･･･
楽しく活動しながらも、お互いの価値観の違いや合意形成の難しさを知る良い機会となりました!

活動を終えて･･･和国生の声!
・必要なものといらないものの基準は人それぞれだったから、自分の意見を大切にするだけじゃなく
て、違う意見の人の意見を聞いて、もう一度自分の意見を考えてみることが大切だと思った。
・正直、「それは必要なのでは?」と思う場面もありましたが、班の子の理由を聞き、「たしかに!」
と納得し、様々な視点から考えられて学びになりました。ですが、やはりいくつか取捨選択で一致
しない部分もあり、合意の難しさを感じました。
・今回残ったもので本当に町をつくるとき何が足りないのか、またそれを受けてどのように改善すべき
か、など、もっと先の話についても考えてみたいなと思いました。

活動・振り返りを通して、今回考えた “問い”

内容面
・残った「積荷(モノ・制度)」を使って、どのような社会を作ることができるか?
・「積荷」を捨てたことによって、どのような課題が生まれる可能性があるか?

表現面
・「自分とは違う大切さ」を感じる場面はあったか?
・多数決だけで結論を決めなかったか? 少数意見はどのように扱われていたか?
・現在だけではなく、「未来の社会への視点」をもって判断できたか?

生徒一人ひとりが「未知の新大陸へ移住する集団の代表」として船に乗り込んでいる、という設定。

旅の途中では何度か「危機」に遭遇し、そのたびに船にある20の「積荷(モノ・制度)」から３つずつを
捨てる話し合いをしなければいけません。

捨てる積荷を決めるための制限時間はたったの５分!
「みんなが納得できる答え」を出せるでしょうか…?

３回の「危機」を経て、最後に残る積荷は班によってそれぞれ。
議論を終えたあとの、「振り返り」も大事です。


